
39　井上哲次郎とその時代

［
第
五
回
「
思
想
史
の
対
話
」
研
究
会
］

井
上
哲
次
郎
と
そ
の
時
代

島
田
　
英
明
　
　
杉
　
山
　
　
亮

郭
　
馳
　
洋
　
　
栗
田
　
英
彦

板
東
　
洋
介

趣
旨
説
明�

（
島
田
英
明
）

　

薄
々
気
付
い
て
い
る
ひ
と
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
近
頃
、
井
上

哲
次
郎
（
一
八
五
五
─
一
九
四
四
）
に
関
す
る
論
考
が
増
え
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
わ
た
し
た
ち
が
彼
に
つ
い
て
あ
ま
り
よ

く
知
ら
な
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
井
上
哲
次
郎
は
思
想
史

学
の
道
を
開
き
、
哲
学
を
講
じ
、
倫
理
を
説
い
た
。
多
く
の
後
進
を

育
て
、
は
ば
ひ
ろ
い
出
版
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
思

想
史
学
は
村
岡
典
嗣
に
、
哲
学
は
西
田
幾
多
郎
に
、
倫
理
学
は
和
辻

哲
郎
に
、「
近
代
日
本
に
お
い
て
最
初
の
本
格
的
な
」
と
い
う
形
容

が
送
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
世
を
騒
が
せ
た
幾
多
の
論
争
に
お
い

て
、
論
敵
の
側
に
賛
辞
が
送
ら
れ
る
の
も
常
で
あ
る
。「
イ
ノ
テ
ツ
」

と
い
う
略
称
の
含
む
軽
微
な
軽
侮
と
と
も
に
、
彼
は
き
ち
ん
と
読
ま

れ
る
こ
と
な
く
嗤
わ
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
手
の
人
物
の
「
再
評
価
」
も
近
年
は
や
り
の
研

究
視
角
で
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
先
入
見
を
離
れ
た
分
析
に
よ
っ

て
思
想
家
が
そ
の
輝
き
を
と
り
も
ど
し
た
例
と
し
て
、
会
沢
正
志
斎

や
平
泉
澄
は
記
憶
に
新
し
い
。
し
か
し
、
評
価
を
云
々
す
る
前
に
、

ま
ず
は
彼
が
い
か
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
何
を
考
え
て
い
た

の
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
試
み
は
、
井
上
の
関
わ
っ
た
広
範

な
知
の
領
域
に
お
い
て
、
日
本
の
近
代
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
問

う
こ
と
と
も
結
び
つ
く
は
ず
で
あ
る
。 

　

今
回
、「
思
想
史
の
対
話
」
研
究
会
で
は
、
政
治
学
・
哲
学
・
宗
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教
学
と
い
う
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
難
題
を
追
う
若
い
研
究
者
を

迎
え
、
井
上
哲
次
郎
を
め
ぐ
る
対
話
の
場
を
も
う
け
て
み
た
。
彼
は

い
っ
た
い
何
者
な
の
か
、
わ
た
し
た
ち
は
彼
に
何
を
問
う
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
魅
力
的
な
探
訪
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

〝
産
業
人
〟
井
上
哲
次
郎�

（
杉
山
亮
） 

─
講
学
院
中
道
挫
折
居
士
と
『
儒
学
三
部
作
』

『
三
部
作
』
は
何
故
三
部
作
な
の
か
?

　

本
報
告
で
は
井
上
哲
次
郎
の
『
儒
学
三
部
作
』（
以
下
『
三
部
作
』）

に
焦
点
を
充
て
た
。
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
六
年
に
か
け
て
刊
行

さ
れ
た
『
三
部
作
』
は
現
代
に
至
る
ま
で
参
照
さ
れ
る
日
本
儒
学
史

研
究
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
年
の
回
想
で
は
、
井

上
は
『
三
部
作
』
に
続
い
て
さ
ら
に
『
日
本
折
衷
学
派
之
哲
学
』
な

ど
を
執
筆
す
る
意
志
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（「
井
上
哲
次
郎
自
伝
」、

『
井
上
哲
次
郎
集
』
第
八
巻
、
二
〇
〇
三
年
、
ク
レ
ス
出
版
、
四
六
頁
）。
三
部

作
と
並
行
し
て
出
版
さ
れ
た
儒
者
の
著
作
を
纏
め
た
叢
書
『
日
本
倫

理
彙
編
』（
以
下
『
倫
理
彙
編
』）
は
「
陽
明
学
派
」「
古
学
派
」「
朱
子

学
派
」
に
続
い
て
「
折
衷
学
派
」「
独
立
学
派
」「
老
荘
学
派
」
の
章

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
書
き
続
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

確
か
に
井
上
は
三
部
作
最
終
作
と
な
る
『
日
本
朱
子
学
派
之
哲

学
』
を
出
版
し
た
一
九
〇
六
年
以
降
、
東
亜
協
会
の
結
成
、
国
民
道

徳
論
の
提
唱
な
ど
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
枠
を
超
え
た
運
動
に
着
手
し
、

多
忙
で
あ
っ
た
と
の
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
に
は
一
定
の
説
得
力
が
あ
る
。

し
か
し
、
多
忙
だ
け
が
未
刊
行
の
理
由
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
折
衷

学
派
之
哲
学
』
以
降
は
書
け
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

の
で
は
な
く
、
書
か
な
か
っ

0

0

0

0

0

た0

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
報
告
は
以
上
の
関
心
の
下
、『
三
部
作
』
と
『
倫
理
彙
編
』
の

比
較
を
通
じ
て
、『
三
部
作
』
が
三
部
作
に
終
わ
っ
た
原
因
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
現
代
に
至
る
ま
で
一
定
の
評
価
を
受

け
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
回
答
を
模
索
し
た
。

未
発
の
国
民
哲
学

　

ま
ず
、『
三
部
作
』
に
お
け
る
各
学
派
の
位
置
づ
け
を
概
観
し
、

井
上
の
「
陽
明
学
」「
朱
子
学
」「
古
学
」
の
位
置
づ
け
を
考
察
し

た
。
ま
ず
、
井
上
は
江
戸
期
を
ル
ネ
サ
ン
ス
の
時
代
と
捉
え
て
い
た

（『
日
本
古
学
派
之
哲
学
』
冨
山
房
、
一
九
〇
三
年
、
一
頁
）。
そ
し
て
、
文

芸
復
興
の
機
運
の
中
で
朱
子
学
と
陽
明
学
の
二
つ
の
学
派
が
生
ま
れ
、

そ
れ
を
批
判
す
る
形
で
古
学
派
が
生
ま
れ
た
。
と
い
う
の
が
『
三
部

作
』
全
体
の
叙
述
傾
向
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、『
朱
子
学
派
』
で
は
、
朱
子
学
の
歴
史
を
仏
教
の
迷
妄

か
ら
の
脱
却
か
ら
始
め
、
朱
子
学
の
歴
史
を
日
本
の
「
世
俗
化
」
の

過
程
と
し
て
描
い
て
い
る
。
西
洋
社
会
が
キ
リ
ス
ト
教
会
の
支
配
を

脱
却
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
を
迎
え
た
よ
う
に
、
朱
子
学
は
戦
乱
後
の
天

日本思想史学52-パネル-島田・杉山氏他【再校】　　［出力］ 2020年9月30日　午後3時22分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



41　井上哲次郎とその時代

下
泰
平
の
世
に
仏
教
を
脱
却
し
て
日
の
目
を
見
た
（『
日
本
朱
子
学
派

之
哲
学
』
冨
山
房
、
一
九
〇
五
年
、
五
九
五
─
九
六
頁
）。
そ
し
て
朱
子
学

を
批
判
す
る
形
で
陽
明
学
と
古
学
が
出
現
す
る
。
で
は
、
井
上
は
両

者
の
内
ど
ち
ら
を
よ
り
高
く
評
価
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
管
見
に

よ
れ
ば
、
そ
れ
は
古
学
派
で
あ
る
。
確
か
に
、
井
上
は
陽
明
学
を
日

本
的
精
神
の
端
緒
と
し
て
高
く
評
価
し
（『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』
冨

山
房
、
一
九
〇
〇
年
、
六
二
五
─
二
六
頁
）、
陽
明
学
と
朱
子
学
と
並
べ

て
そ
れ
ぞ
れ
民
の
学
、
官
の
学
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
同
前
、
四
─
五

頁
）。
し
か
し
、
そ
の
学
説
に
関
し
て
は
両
者
に
は
共
通
す
る
欠
陥

が
あ
る
と
見
、
そ
の
欠
陥
を
克
服
す
る
形
で
古
学
が
表
れ
た
と
主
張

し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
朱
子
学
は
朱
熹
、
陽
明
学
は
王
陽
明
を
尊
崇
し
、
そ

の
学
説
の
範
疇
を
超
え
る
こ
と
が
無
か
っ
た
（『
日
本
古
学
派
之
哲
学
』

二
頁
）。
そ
れ
に
対
し
て
古
学
の
革
新
性
は
古
人
の
学
説
を
超
え
て

儒
学
の
新
生
面
を
開
い
た
点
に
あ
る
。

　

だ
が
、
井
上
は
古
学
に
も
欠
陥
を
見
出
し
て
い
る
。
確
か
に
、
古

学
は
朱
子
学
・
陽
明
学
を
批
判
し
孔
子
の
人
格
・
学
説
へ
の
回
帰
を

志
向
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
古
学
派
の
態
度
そ
の
も
の
が
井

上
の
「
哲
学
」
観
に
合
致
し
な
か
っ
た
（
同
前
、
七
〇
七
頁
）。
井
上

の
「
哲
学
」
と
は
万
物
を
批
評
し
、
普
遍
的
真
理
を
探
究
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
古
学
は
確
か
に
儒
学
の
革
新
で
は
あ

る
が
、
儒
学
の
範
疇
を
出
な
い
「
未
発
の
国
民
哲
学
」
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

  

如
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
井
上
の
儒
学
史
像
を
図
示
す
る
と
次

の
様
に
な
る
。

　

仏
教
→
儒
学
（
朱
子
学
・
陽
明
学
）
→
古
学
…
×
…
哲
学

　

し
か
し
、
井
上
の
構
想
は
そ
れ
に
尽
き
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
『
三
部
作
』
と
並
行
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
倫
理
彙
編
』

の
編
纂
の
経
緯
と
そ
れ
に
携
わ
っ
た
蟹
江
義
丸
の
紹
介
を
通
じ
て
井

上
が
構
想
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
〝
本
来
の
〟
儒
学
史
像
と
そ
の
含

意
を
検
討
し
た
。

蟹
江
義
丸
と
『
三
部
作
』
以
降
の
儒
学
史

　

蟹
江
義
丸
（
一
八
七
二
─
一
九
〇
四
）
は
、
富
山
県
に
生
ま
れ
た
。

四
高
・
一
高
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
国
史
学
科
に
入
学
し
た
が
、
哲

学
科
に
編
入
す
る
。
最
優
等
の
成
績
で
卒
業
し
た
の
ち
大
学
院
に
進

み
、
井
上
に
師
事
し
た
。
高
等
師
範
学
校
で
教
鞭
を
執
り
つ
つ
、
井

上
の
下
で
『
倫
理
彙
編
』
の
編
纂
に
従
事
す
る
。
一
九
〇
三
年
に
は

『
孔
子
研
究
』
を
著
し
博
士
号
を
受
け
た
。
し
か
し
、
大
学
時
代
か

ら
患
っ
て
い
た
結
核
が
悪
化
し
療
養
も
空
し
く
翌
年
病
没
し
た
。
享

年
三
十
二
歳
（
以
下
、
蟹
江
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
有
岡
宏
「
蟹
江
義
丸
に

つ
い
て
」
を
参
照
し
た
）。
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『
三
部
作
』
と
『
日
本
倫
理
彙
編
』
の
類
似
性

　
『
倫
理
彙
編
』
は
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
〇
三
年
に
か
け
て
育
成

会
か
ら
出
版
さ
れ
た
全
十
巻
の
叢
書
で
あ
る
。
収
録
さ
れ
た
人
物
は

江
戸
時
代
の
儒
者
を
中
心
に
「
陽
明
学
派
」「
古
学
派
」「
朱
子
学

派
」「
折
衷
学
派
」「
独
立
学
派
」「
老
荘
学
派
」
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
編
者
は
井
上
哲
次
郎
と
蟹
江
義
丸
と
な
っ
て
い
る
が
、
井
上
は

基
本
的
な
構
想
を
提
示
す
る
に
留
ま
り
、
実
質
的
な
作
業
の
殆
ど
は

蟹
江
が
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

井
上
の
回
想
の
通
り
な
ら
ば
、『
倫
理
彙
編
』
の
学
派
分
類
と
儒

者
の
分
類
も
ま
た
井
上
の
構
想
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、『
三
部
作
』
と
『
倫
理
彙
編
』
の
構
成
を
比
較
し
つ
つ
両

者
の
類
似
性
を
検
証
し
た
。

　
『
倫
理
彙
編
』
刊
行
以
前
に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲

学
』
は
続
く
二
著
に
較
べ
て
特
異
な
点
が
あ
る
。
章
を
立
て
ら
れ

て
い
る
人
物
が
『
古
学
派
』、『
朱
子
学
派
』
に
比
べ
て
多
い
の
だ
。

個
々
の
儒
者
の
叙
述
も
伝
記
や
著
作
の
抜
粋
に
留
ま
る
も
の
が
あ
る

な
ど
、
学
説
の
紹
介
・
分
析
を
示
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

一
方
、『
古
学
派
』、『
朱
子
学
派
』
に
お
い
て
章
を
立
て
て
い
る

人
物
は
『
陽
明
学
派
』
の
二
十
四
人
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
九
人

と
十
八
人
と
選
別
し
て
い
る
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
陽
明

学
派
』
で
は
中
江
藤
樹
と
大
塩
中
斎
を
分
水
嶺
と
し
て
各
儒
者
を
時

系
列
的
に
並
列
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
古
学
派
』、

『
朱
子
学
派
』
で
は
系
統
的
な
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、『
古
学
派
』
中
東
涯
以
降
の
仁
斎
学
派
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
並
河
天
民
（『
日
本
古
学
派
之
哲
学
』
四
一
九
頁
）・
原
双
桂
（
同
前
、

四
三
〇
頁
）・
原
東
岳
（
同
前
、
四
四
〇
頁
）
の
三
者
は
仁
斎
学
派
の
批

判
的
継
承
者
、
仁
斎
学
派
と
徂
徠
学
派
の
接
点
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。

　

同
様
の
意
図
は
『
朱
子
学
派
』
に
も
見
ら
れ
る
。
朱
子
学
の
官
学

と
し
て
の
性
格
を
強
調
す
る
た
め
林
羅
山
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
は
、

藤
原
惺
窩
に
始
ま
る
朱
子
学
の
系
統
と
木
下
順
庵
に
始
ま
る
『
倫

理
彙
編
』
に
挙
げ
ら
れ
た
人
物
を
繫
げ
る
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る

（『
日
本
朱
子
学
派
之
哲
学
』
九
七
頁
）。

　

ま
た
、
闇
斎
学
派
は
『
倫
理
彙
編
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と

同
じ
人
物
に
言
及
す
る
な
ど
類
似
性
が
高
い
。
寛
政
期
以
降
の
朱
子

学
者
で
は
柴
野
栗
山
・
安
積
艮
斎
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
柴
野
は

寛
政
異
学
の
禁
施
行
に
関
わ
る
動
向
を
記
述
す
る
に
留
ま
り
、
安

積
は
佐
藤
一
斎
と
の
師
弟
関
係
か
ら
章
が
立
て
ら
れ
て
い
る
点
で
、

『
倫
理
彙
編
』
に
採
ら
れ
た
朱
子
学
者
を
系
統
だ
て
叙
述
し
よ
う
と

い
う
井
上
の
意
図
が
覗
え
る
。

　

以
上
観
て
き
た
よ
う
に
、『
三
部
作
』
中
『
古
学
派
』
と
『
朱
子

学
派
』
の
叙
述
は
『
倫
理
彙
編
』
に
挙
げ
ら
れ
た
儒
者
を
中
心
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
的
継
承
関
係
を
論
証
す
る
た
め
に
言
及
さ
れ
る
人
物

が
選
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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上
記
に
示
し
た
『
三
部
作
』
と
『
倫
理
彙
編
』
の
相
補
関
係
を

前
提
に
す
る
な
ら
ば
、
井
上
の
『
三
部
作
』
は
更
に
『
折
衷
学
派
』

『
独
立
学
派
』、
更
に
は
『
老
荘
学
派
』
を
加
え
た
六
部
作
に
な
る
可

能
性
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
し
て
、『
三
部
作
』
執
筆
当
時
は
井
上

も
そ
の
意
図
を
周
囲
に
漏
ら
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
九
〇
三
年
頃
に
行
わ
れ
た
講
演
で
蟹
江
は
、
井
上
の
儒
学
史
叙

述
の
継
続
へ
の
期
待
を
表
し
て
い
る
（「
日
本
倫
理
学
史
研
究
の
順
序
」、

『
倫
理
叢
話
』
冨
山
房
、
一
九
〇
三
年
、
一
四
七
頁
）。

　

し
か
し
、『
折
衷
学
派
』、『
独
立
学
派
』
は
書
か
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
な
ぜ
、
井
上
は
『
三
部
作
』
以
降
を
書
か
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
察
す
る
た
め
に
ま
ず
『
倫
理
彙
編
』
上
で
の
折

衷
学
派
・
独
立
学
派
の
位
置
づ
け
を
概
観
し
た
。

　
『
倫
理
彙
編
』
の
刊
行
後
、
蟹
江
は
そ
の
読
み
方
を
解
説
す
る
講

演
を
行
い
、
各
学
派
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
た

蟹
江
の
位
置
づ
け
は
朱
子
学
・
陽
明
学
か
ら
古
学
へ
と
至
る
ま
で

は
『
三
部
作
』
の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
（
同
前
、
一
四
九
─
五
〇
頁
）。

一
方
、
そ
れ
に
続
く
独
立
学
派
は
儒
学
の
範
疇
を
超
え
て
維
新
以
降

の
日
本
の
思
想
と
の
連
続
性
を
強
調
し
、
最
も
高
い
評
価
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。
上
記
の
評
価
を
井
上
の
古
学
派
に
対
す
る
慨
嘆
と
合
わ

せ
て
み
る
と
、
蟹
江
（
ひ
い
て
は
構
想
を
提
示
し
た
井
上
）
が
抱
い
て
い

た
以
下
の
よ
う
な
儒
学
史
像
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

仏
教
→
朱
子
学
・
陽
明
学
→
古
学
→（
折
衷
学
）→
独
立
学⇒

哲
学

　

で
は
、
上
記
の
よ
う
な
構
想
を
何
故
井
上
は
途
中
で
放
棄
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

自
由
の
精
神

　

蟹
江
は
近
世
の
学
術
の
特
徴
と
し
て
「
自
由
研
究
の
精
神
」
の
充

足
を
挙
げ
る
。
こ
の
精
神
は
西
洋
の
学
術
の
進
歩
の
原
動
力
と
な
っ

た
、
い
わ
ば
西
洋
の
力
の
源
で
も
あ
る
。
蟹
江
は
こ
の
「
自
由
研
究

の
精
神
」
の
発
達
の
過
程
を
儒
学
の
発
展
史
と
重
ね
合
わ
せ
た
。
そ

し
て
『
三
部
作
』
を
超
え
て
、「
自
由
研
究
の
精
神
」
を
発
揮
し
て

孔
子
を
批
評
の
対
象
と
し
た
人
々
が
い
た
と
述
べ
る
。
そ
れ
が
「
独

立
学
派
」
の
三
浦
梅
園
・
帆
足
愚
亭
・
二
宮
尊
徳
な
の
だ
（
蟹
江
義

丸
「
徳
川
時
代
に
於
け
る
自
由
研
究
の
精
神
」、『
倫
理
叢
話
』
冨
山
房
、
一
九

〇
三
年
、
一
三
五
頁
）。

　

蟹
江
の
議
論
は
、『
三
部
作
』
の
儒
学
史
観
を
よ
り
あ
け
す
け
に

表
し
て
い
る
。
そ
の
史
観
で
は
、
独
立
学
派
の
三
者
こ
そ
が
朱
子
学

か
ら
始
ま
っ
た
儒
学
の
「
国
民
哲
学
」
化
の
到
達
点
な
の
だ
。
中
で

も
蟹
江
が
評
価
す
る
の
が
三
浦
梅
園
で
あ
る
。

　

進
歩
し
た
学
術
が
特
定
の
人
物
・
書
籍
へ
の
尊
崇
を
否
定
し
、
万

物
を
批
判
検
討
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
人
物
・

書
籍
の
権
威
を
否
定
し
自
然
そ
の
も
の
を
見
つ
め
る
こ
と
に
な
る

（
同
前
、
一
四
〇
─
四
一
頁
）。
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
は
主
宰
者
（
神
）

の
存
在
を
否
定
し
、
万
物
が
因
果
律
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
と
考
え
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る
唯
物
論
哲
学
で
あ
ろ
う
（
同
前
、
一
四
一
頁
）。

　
「
自
由
研
究
の
精
神
」
に
基
づ
く
儒
学
の
進
歩
が
到
達
し
得
る
の

は
唯
物
論
哲
学
で
あ
っ
た
。
蟹
江
は
『
倫
理
彙
編
』
と
『
三
部
作
』

に
共
通
す
る
儒
学
史
像
を
忠
実
に
辿
り
、
江
戸
儒
学
を
唯
物
論
哲
学

へ
と
結
び
付
け
た
の
で
あ
る
（
同
前
、
一
四
一
─
四
二
頁
）。

　

そ
し
て
、
こ
の
事
実
は
唯
物
論
と
対
極
に
あ
た
る
理
想
主
義
的
立

場
を
取
る
井
上
に
と
っ
て
不
都
合
な
も
の
で
あ
っ
た
（
井
上
哲
次
郎

「
明
治
哲
学
界
の
回
顧
」、『
岩
波
講
座
哲
学
』
第
十
巻
、
一
九
三
二
年
、
四
八

頁
）。

　
『
三
部
作
』
が
自
身
の
思
想
的
・
社
会
的
立
場
を
掘
り
崩
す
恐
れ

が
あ
る
と
判
明
し
た
と
き
、
井
上
は
彼
一
流
の
や
り
方
で
保
身
と
学

術
的
良
心
を
両
立
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
書
か
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
。

『
三
部
作
』
以
後
の
井
上
哲
次
郎

　
『
三
部
作
』
を
未
完
に
終
わ
ら
せ
た
後
、
井
上
は
活
動
の
場
所
を

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
か
ら
拡
げ
て
い
く
。
一
九
〇
六
年
に
は
東
亜
協
会

（
東
亜
協
会
に
関
し
て
は
拙
稿
「
東
亜
協
会
に
つ
い
て

─

1906-1929

」
を
参

照
）
を
結
成
し
地
方
教
員
・
教
育
者
へ
の
影
響
力
を
強
化
す
る
と
と

も
に
倫
理
科
検
定
委
員
と
し
て
教
育
界
で
の
立
場
を
更
に
強
め
て
い

っ
た
。
教
育
者
へ
の
影
響
を
強
め
る
中
で
儒
学
は
研
究
対
象
と
し
て

よ
り
も
国
民
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
を
変
化
さ
せ
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
井
上
自
身
が
中
心
と
な
っ
た
孔
子
祭
典
会
、

乃
木
希
典
ら
と
結
成
し
た
素
行
会
、
政
治
家
が
中
心
と
な
っ
た
報
徳

会
な
ど
で
積
極
的
に
講
演
し
、
自
身
の
理
想
主
義
的
な
儒
学
観
を
宣

布
し
て
い
っ
た
。『
三
部
作
』、『
倫
理
彙
編
』
も
ま
た
、
井
上
の
検

定
委
員
と
し
て
の
地
位
と
相
ま
っ
て
参
考
書
と
し
て
の
地
位
を
得
た
。

現
代
へ

　
『
三
部
作
』
に
秘
め
ら
れ
た
危
険
性
を
理
解
し
た
の
は
恐
ら
く
マ

ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
永
田
広
志
『
日
本
哲
学
思
想

史
』
は
江
戸
思
想
史
を
哲
学
思
想
の
宗
教
思
想
か
ら
の
分
離
過
程
と

位
置
づ
け
、
ド
グ
マ
か
ら
脱
却
し
、
自
然

−

所
与
の
現
実
の
認
識
か

ら
形
成
さ
れ
た
思
想
を
評
価
す
る
点
で
『
三
部
作
』
と
同
様
の
構
造

を
持
っ
て
い
る
。
同
時
に
『
三
部
作
』
の
儒
学
史
像
を
経
て
初
め
て
、

日
本
思
想
史
研
究
は
儒
学
に
も
仏
教
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
独
特
の

思
想
家
を
評
価
す
る
基
盤
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
日
本
思
想
史
研
究
は
今
な
お
『
三
部
作
』
の
続
編
を

書
き
綴
っ
て
い
る
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

付
記

	

　

当
日
の
研
究
会
参
加
者
よ
り
以
下
の
よ
う
な
ご
意
見
・
ご
質
問
を
い

た
だ
い
た
。
①『
三
部
作
』
の
儒
学
研
究
へ
の
影
響
と
は
「
陽
明
学
」

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
生
み
出
し
た
点
に
あ
り
、
そ
れ
を
維
新
の
原
動
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力
と
位
置
付
け
た
点
に
あ
る
。
道
徳
的
実
践
の
観
点
か
ら
考
え
る
な
ら
、

井
上
は
陽
明
学
こ
そ
最
も
評
価
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
?　

②『
三

部
作
』
の
議
論
と
小
我
大
我
論
の
よ
う
な
井
上
の
哲
学
思
想
と
は
い
か

な
る
関
係
に
あ
る
の
か
?

─
本
来
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
御
意
見
・
御

質
問
へ
の
応
答
を
記
載
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
紙
幅
の

中
で
は
、
意
を
尽
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
今
後
の
研
究
課
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
最
後
に
、
本
報
告
に
対
し
て
示
唆
に
富
ん
だ
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
前
田
勉
氏
、
報
告
の
機
会
を
下
さ
っ
た
曽
根
原
理
氏

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

井
上
哲
次
郎
の
現
象
即
実
在
論
に
お
け
る
共
同
体
の
位
相 

�

（
郭
馳
洋
）

　

本
発
表
で
は
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
五
─
一
九
四
四
）
の
現
象
即
実

在
論
な
い
し
明
治
哲
学
に
関
す
る
先
行
研
究
の
特
徴
と
そ
の
変
化
を

捉
え
た
う
え
で
、
井
上
の
現
象
即
実
在
論
の
基
本
構
造
と
そ
こ
に
お

け
る
共
同
体
的
な
も
の
の
位
相
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

一　

戦
後
の
明
治
哲
学
研
究
に
つ
い
て

　
「
明
治
哲
学
」
と
い
う
用
語
は
広
く
啓
蒙
思
想
、
進
化
論
、
唯
物

論
、
現
象
即
実
在
論
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
、
社
会
主
義
な
ど
明
治
期

の
思
潮
全
般
を
指
す
こ
と
も
可
能
だ
が
、
本
発
表
の
場
合
、
主
に
一

八
八
〇
年
代
の
後
半
か
ら
一
八
九
〇
年
代
に
か
け
て
帝
国
大
学
の
哲

学
科
を
拠
点
に
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
も
発
展
し
続
け
た
現
象
即
実
在

論
を
中
心
と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ー
哲
学
を
指
す
。

　

戦
後
初
期
の
明
治
哲
学
研
究
に
は
二
つ
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
は
国
家
主
義
批
判
の
観
点
か
ら
、
井
上
哲
次
郎
を
は
じ
め
と
す

る
ア
カ
デ
ミ
ー
哲
学
の
国
家
主
義
的
な
性
格
を
批
判
的
に
見
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
に
山
崎
正
一
『
近
代
日
本
思
想
通
史
』

（
青
木
書
店
、
一
九
五
七
年
）、
舩
山
信
一
『
明
治
哲
学
史
研
究
』（
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
五
九
年
）、
宮
川
透
『
近
代
日
本
の
哲
学 

増
補
版
』

（
勁
草
書
房
、
一
九
六
二
年
）、
家
永
三
郎
『
日
本
近
代
思
想
史
研
究
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
高

坂
正
顕
『
明
治
思
想
史
』（
理
想
社
、
一
九
六
九
年
）
の
よ
う
に
明
治
哲

学
を
粗
雑
な
も
の
と
み
な
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

　

こ
の
時
期
の
研
究
に
は
、「
唯
物
論
vs.
唯
心
論
／
観
念
論
」
と

「
封
建
vs.
近
代
」
と
い
う
図
式
が
強
く
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
容
易

に
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
、
と
り
わ
け

日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
「
封
建
遺
制
」
を
問
題
に
し
た
講
座
派
の

歴
史
観
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
現
象
即
実
在
論
は
「
日

本
型
観
念
論
」
で
あ
り
な
が
ら
観
念
論
と
し
て
は
不
徹
底
な
た
め
、

現
実
追
随
的
な
性
格
を
帯
び
た
と
い
う
舩
山
の
指
摘
は
、
絶
対
主
義

的
体
制
を
確
立
し
た
明
治
国
家
の
近
代
化
が
徹
底
性
に
欠
け
る
と
い

う
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
の
叙
述
に
対
応
し
た
も
の
と
言
え
る
。
例

え
ば
家
永
三
郎
（
前
掲
家
永
著
）
と
熊
田
健
二
（
熊
田
、
一
九
七
一
）
は
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井
上
哲
次
郎
と
大
西
祝
（
一
八
六
四
─
一
九
〇
〇
）
の
思
想
的
相
違
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
封
建
的
伝
統
と
市
民
哲
学
、
も
し
く
は
伝
統
主
義
的

国
家
主
義
と
近
代
的
理
想
主
義
の
対
立
を
読
み
取
っ
た
。
た
だ
し
近

年
の
研
究
と
し
て
、
森
下
直
貴
「
井
上
哲
次
郎
の
〈
同
＝
情
〉
の
形

而
上
学
」（『
浜
松
医
科
大
学
紀
要 

一
般
教
育
』
二
九
号
、
二
〇
一
五
年
、
一
─

四
〇
頁
）
は
こ
の
対
立
の
構
図
に
疑
問
を
呈
し
、
井
上
と
大
西
の
知

的
背
景
の
共
通
点
を
押
さ
え
た
上
で
両
者
の
思
想
を
比
較
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
明
治
ア
カ
デ
ミ
ー
哲
学
の

研
究
状
況
は
一
変
し
、
政
治
批
判
を
念
頭
に
置
い
た
以
前
の
否
定
的

な
評
価
は
、「
哲
学
」
そ
の
も
の
の
専
門
的
な
研
究
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仏
教
哲
学
・
西
田
哲
学
と
の
内
的
連
関
で

現
象
即
実
在
論
を
考
察
す
る
渡
部
清
と
、
比
較
思
想
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
現
象
即
実
在
論
を
考
察
す
る
井
上
克
人
に
よ
る
一
連
の
論
考

は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た

（
例
え
ば
渡
部
清
「
井
上
哲
次
郎
に
お
け
る
「
現
象
即
実
在
論
」
の
仏
教
哲
学
的

構
造
に
つ
い
て
」、『
哲
学
科
紀
要
』
二
三
号
、
一
九
九
七
年
／
井
上
克
人
「
明

治
期
ア
カ
デ
ミ
ー
哲
学
の
系
譜
：「
現
象
即
実
在
論
」
を
め
ぐ
っ
て
」、
関
西
大

学
『
文
学
論
集
』
五
〇
巻
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）。
そ
こ
で
は
現
象
即
実
在

論
は
大
乗
仏
教
と
く
に
『
大
乗
起
信
論
』
お
よ
び
そ
れ
と
通
底
す
る

宋
学
の
「
体
用
」
の
論
理
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
や
、
原
坦
山
（
一

八
一
九
─
九
二
）
の
講
義
は
井
上
が
仏
教
に
関
心
を
抱
い
た
き
っ
か
け

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
ぱ
ら
哲
学
の
視
点

で
な
さ
れ
た
近
年
の
重
要
な
研
究
に
小
坂
国
継
『
明
治
哲
学
の
研

究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
書
の
第
三
部
で

は
現
象
即
実
在
論
の
汎
神
論
的
な
性
格
お
よ
び
西
田
哲
学
と
の
連
関

が
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。
小
坂
が
現
象
即
実
在
論
を
「
観
念

論
」・「
日
本
的
観
念
論
」
と
み
な
し
た
点
は
舩
山
著
か
ら
受
け
継
い

だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
そ
う
い
っ
た
用
語
に
込
め
ら
れ

た
政
治
性
・
批
判
性
は
剝
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

総
じ
て
い
え
ば
、
戦
後
の
明
治
哲
学
研
究
に
は
政
治
的
批
判
か
ら

脱
政
治
化
に
向
か
っ
た
と
い
う
推
移
が
見
受
け
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、

専
門
的
な
哲
学
研
究
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
実

際
に
同
時
代
の
諸
言
説
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
現
象
即
実
在
論
を
、

狭
い
意
味
で
の
「
哲
学
」
の
枠
内
に
回
収
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
か

つ
て
の
唯
心
論
─
唯
物
論
、
封
建
─
近
代
と
い
う
図
式
の
限
界
が
明

ら
か
に
な
っ
た
現
在
、
そ
れ
と
異
な
る
形
で
哲
学
の
政
治
的
な
性
格

を
見
定
め
る
こ
と
も
一
つ
の
課
題
と
思
わ
れ
る
。
本
発
表
は
こ
の
問

題
に
接
近
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

二　

井
上
哲
次
郎
の
現
象
即
実
在
論

　

先
行
研
究
で
は
井
上
哲
次
郎
の
ほ
か
に
井
上
円
了
、
清
沢
満
之
、

三
宅
雪
嶺
、
西
田
幾
多
郎
も
現
象
即
実
在
論
の
系
譜
に
属
す
る
こ
と

が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
自
身
の
哲
学
的
な
立
場
を
表
明
す
る
際
に

「
現
象
即
実
在
論
」
と
い
う
用
語
を
自
覚
的
に
用
い
た
の
は
井
上
哲
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47　井上哲次郎とその時代

次
郎
で
あ
る
。
井
上
は
「
我
世
界
観
の
一
塵
」（『
哲
学
雑
誌
』
八
九
号
、

一
八
九
四
年
）
に
お
い
て
「
理
論
上
で
は
現
象
と
実
在
は
分
別
し
て

思
惟
す
る
こ
と
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、
実
際
に
あ
り
て
は
同
体
不
離
、

二
元
一
致
」
と
い
う
現
象
即
実
在
論
の
立
場
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の

後
も
「
現
象
即
実
在
論
（
の
要
領
）」（『
哲
学
雑
誌
』
一
二
三
号
、
一
八

九
七
年
）、「
認
識
と
実
在
と
の
関
係
」（『
哲
学
叢
書
』
一
巻
二
集
、
集
文

閣
、
一
九
〇
〇
年
）、「
唯
物
論
と
唯
心
論
と
に
対
す
る
実
在
論
の
哲
学

的
価
値
」（『
哲
学
と
宗
教
』
一
九
一
一
年
）
な
ど
で
議
論
を
展
開
さ
せ
た
。

　

井
上
の
現
象
即
実
在
論
は
、
唯
心
論
、
素
朴
な
実
在
論
、（
実
在
と

現
象
は
完
全
に
隔
た
る
と
す
る
）「
過
境
的
」
実
在
論
の
い
ず
れ
に
も
反

対
し
、
当
時
に
勢
い
づ
い
た
近
代
科
学
の
言
説
に
も
対
峙
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
井
上
は
世
界
を
変
化
す
る
「
現
象
」
＝
「
差
別
」
と

常
住
不
変
な
「
実
在
」
＝
「
平
等
」
に
二
分
し
、
現
象
は
認
識
可
能

な
も
の
で
、
科
学
の
研
究
対
象
と
な
る
が
、
哲
学
は
現
象
に
と
ど
ま

ら
ず
、
認
識
不
可
能
な
実
在
に
関
す
る
観
念
を
明
ら
か
に
す
る
学
問

だ
と
し
た
。
科
学
に
対
し
て
哲
学
固
有
な
領
域
を
確
保
し
よ
う
と
し

た
思
惑
が
窺
え
る
。
井
上
は
、
従
来
の
形
而
上
学
を
批
判
し
た
カ
ン

ト
哲
学
の
意
義
を
認
め
な
が
ら
も
、
分
別
知
の
働
い
て
い
な
い
と
こ

ろ
に
「
実
在
」
を
垣
間
見
よ
う
と
す
る
。「
認
識
と
実
在
と
の
関
係
」

（
一
九
〇
〇
年
）
で
は
主
観
と
客
観
両
方
か
ら
唯
一
の
「
実
在
」
に
接

近
し
、「
主
観
的
実
在
」
と
「
客
観
的
実
在
」
を
そ
れ
ぞ
れ
論
証
し
、

両
者
の
融
合
態
で
あ
る
「
一
如
的
実
在
」
を
提
起
し
た
。

三　
「
人
天
合
一
」
と
「
大
我
」「
小
我
」

　

で
は
、「
一
如
的
実
在
」
は
い
か
に
表
象
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

井
上
は
「
宗
教
の
将
来
に
関
す
る
意
見
」（『
巽
軒
論
文
初
集
』
冨
山
房
、 

一
八
九
九
年
）
で
ま
ず
人
格
的
な
表
象
（
宗
教
）、
非
人
格
的
な
表
象

（
哲
学
）
を
挙
げ
て
、
前
者
は
迷
信
で
あ
っ
て
合
理
的
な
解
釈
に
耐
え

ら
れ
な
い
と
い
い
、
後
者
は
知
識
人
に
納
得
さ
れ
て
も
民
衆
に
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
。
そ
こ
に
井
上
に
お
け
る

啓
蒙
主
義
的
な
側
面
が
窺
え
る
。
哲
学
と
宗
教
を
折
衷
・
調
和
す
る

た
め
、
井
上
は
バ
ラ
モ
ン
教
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
儒
教
か
ら

「
人
天
合
一
」
と
い
う
共
通
点
を
抽
出
す
る
。「
人
天
合
一
」
と
い
う

言
葉
は
中
国
哲
学
に
お
け
る
「
天
人
合
一
」
の
思
想
を
彷
彿
さ
せ

る
が
、
井
上
の
場
合
、「
天
」
は
超
越
的
な
外
部
で
は
な
く
、「
人
の

心
」
す
な
わ
ち
「
人
に
あ
る
の
天
」
と
し
て
あ
る
。
翻
っ
て
い
う
と
、

倫
理
の
根
本
原
理
は
外
部
で
は
な
く
個
人
の
内
心
に
措
定
さ
れ
な
が

ら
も
、
そ
れ
は
「
天
」
で
あ
る
以
上
、
超
個
人
的
な
も
の
で
も
あ
る
。

こ
う
し
て
井
上
は
在
来
宗
教
の
非
合
理
性
を
批
判
し
つ
つ
も
、
来
る

べ
き
宗
教
と
し
て
「
倫
理
的
宗
教
」・「
普
遍
的
宗
教
」
を
唱
え
た
。

か
つ
て
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
で God 

を
唯
一
の
忠
誠
対

象
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
を
激
し
く
非
難
し
た
井
上
だ
っ
た
が
、
明
治

三
十
年
代
に
入
る
と
、
宗
派
間
の
対
立
に
よ
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
分
断

を
危
惧
し
、
諸
宗
教
か
ら
「
人
天
合
一
」
と
い
う
規
範
を
析
出
し
て
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宗
教
の
倫
理
化
を
図
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
天
」
と
い
う
本
体
が
個
々
人
の
内
部
に
包
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い

う
構
造
は
さ
ら
に
「
大
我
」「
小
我
」
と
い
う
概
念
装
置
で
把
握
さ

れ
る
。
こ
の
用
語
に
関
し
て
井
上
本
人
は
、「
大
我
」
は
仏
教
の
言

葉
だ
が
、
大
我
に
対
す
る
「
小
我
」
は
自
分
に
よ
る
造
語
だ
と
い
う

（『
井
上
哲
次
郎
自
伝
』
冨
山
房
、
一
九
七
三
年
、
三
四
頁
）。「
人
天
合
一
」

に
お
け
る
「
人
」
と
内
な
る
「
天
」
は
こ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
小
我
と
大

我
に
あ
た
る
。
道
徳
の
内
発
性
を
重
ん
じ
た
井
上
は
「
此
内
に
感
ず

る
所
」
を
大
我
か
ら
の
命
令
と
し
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
道
徳
的
行
為

の
源
泉
だ
と
考
え
た
。
彼
の
論
述
に
し
た
が
え
ば
、
小
我
は
自
他
の

区
分
を
前
提
と
し
、
私
的
な
欲
望
に
満
ち
た
個
々
人
の
状
態
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
大
我
は
一
切
の
経
験
に
先
立
ち
、
自
他
未
分
の
「
平

等
無
差
別
の
実
在
界
」
を
倫
理
的
に
表
象
し
た
も
の
で
、「
大
我
の

声
に
従
ふ
も
の
は
善
、
小
我
の
声
に
従
ふ
も
の
は
悪
」
で
あ
る
。
こ

う
し
た
性
善
説
的
な
主
体
と
し
て
の
大
我
と
欲
望
の
主
体
と
し
て
の

小
我
の
対
峙
は
、
天
理
対
人
欲
と
い
う
宋
学
的
な
構
図
を
連
想
さ
せ

る
。
と
も
あ
れ
、
井
上
に
お
い
て
あ
る
種
の
「
内
面
」
が
発
見
さ
れ
、

大
我

－

小
我
と
い
う
奥
行
き
の
あ
る
個
人
が
成
立
し
た
と
い
え
る
。 

　

井
上
の
大
我
小
我
論
は
や
は
り
現
象
即
実
在
論
の
論
理
に
基
づ
い

た
も
の
で
あ
る
。『
倫
理
と
宗
教
と
の
関
係
』（
冨
山
房
、
一
九
〇
二
年
）

で
は
世
界
は
現
象
と
実
在
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
小
我
は
差
異
的

な
存
在
つ
ま
り
現
象
で
あ
り
、
大
我
は
前
述
の
よ
う
に
す
べ
て
の
差

異
の
根
底
に
あ
る
唯
一
の
実
在
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
世
界
と

個
人
は
「
現
象
即
実
在
」
の
構
造
に
お
い
て
連
続
し
て
お
り
、
個
人

は
個
で
あ
り
な
が
ら
「
大
我
」
を
分
有
す
る
共
同
体
の
一
員
で
あ
る

と
い
う
、
万
物
一
体
論
的
な
世
界
観
で
あ
る
。
共
同
性
・
一
体
性
は
、

外
部
と
の
接
触
で
生
じ
た
欲
望
に
打
ち
勝
っ
て
本
来
的
な
内
面
へ
と

回
帰
す
る
性
善
説
的
な
主
体
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。 

四　
「
平
等
」
の
ジ
レ
ン
マ

　

と
こ
ろ
で
、
小
我
に
対
す
る
大
我
す
な
わ
ち
「
平
等
無
差
別
の
実

在
界
」
の
優
位
性
を
説
き
、「
大
我
」
と
の
合
一
を
追
求
し
て
い
る

井
上
は
、
果
た
し
て
「
平
等
」
主
義
者
な
の
か
、
そ
の
「
平
等
」
の

内
実
は
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。 

現
象
即
実
在
／
差
別
即
平
等

と
い
う
テ
ー
ゼ
を
社
会
原
理
を
記
述
す
る
言
説
に
も
転
用
し
た
井
上

は
「
独
立
自
尊
主
義
の
道
徳
を
論
ず
」（『
巽
軒
論
文
二
集
』
冨
山
房
、
一

九
〇
一
年
）
に
お
い
て
、「
差
別
」
と
「
平
等
」
を
社
会
の
基
本
性
格

と
し
、
社
会
的
不
平
等
の
現
実
を
是
認
し
て
い
る
。
ま
た
進
化
論
の

見
地
か
ら
「
分
化
」（differentiation

）
の
必
然
性
・
合
理
性
を
説
い

て
「
平
等
に
復
帰
す
る
」
こ
と
に
反
対
を
示
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は

「
平
等
を
実
行
し
た
る
結
果
」
と
し
て
「
恐
る
べ
き
社
会
の
無
秩
序
」

を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
現
象
即
実
在
」
の
論
理
か
ら

二
つ
の
真
逆
な
見
方
が
導
き
出
さ
れ
る
。「
平
等
無
差
別
の
実
在
界
」

へ
の
合
一
を
説
い
た
井
上
は
「
平
等
」
の
実
行
を
拒
絶
し
て
い
る
。 
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49　井上哲次郎とその時代

　

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、「
平
等
無
差
別
の
実
在
界
」・「
大
我
」
重

視
の
論
理
の
破
綻
を
意
味
す
る
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
い
。
井
上
は
小
我
を
肉
体
、「
我
中
の
非
我
」
と
す
る
一
方
で
、

大
我
を
「
現
象
を
超
絶
す
る
」「
真
我
」
と
い
い
、
個
人
に
お
い
て

個
別
性
と
普
遍
性
の
両
方
を
見
出
し
て
い
る
。
真
の
平
等
は
肉
体
・

物
質
レ
ベ
ル
の
平
等
で
は
な
く
、
非
我
に
対
す
る
真
我
と
し
て
の
、

抽
象
的
な
平
等
＝
大
我
＝
実
在
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、

社
会
的
現
実
と
し
て
の
「
差
別
」
を
無
く
す
こ
と
に
反
対
す
る
と
同

時
に
、
個
人
の
内
面
に
お
け
る
「
平
等
」
を
鼓
吹
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
平
等
観
は
個
人
主
義
と
社
会
主
義

に
対
す
る
井
上
の
批
判
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
井
上
か
ら
す
れ
ば
、

個
人
主
義
で
重
ん
じ
ら
れ
る
「
個
人
」
は
小
我
に
す
ぎ
ず
、
個
の
意

識
は
心
的
現
象
の
産
物
で
あ
っ
て
、
心
的
現
象
が
生
じ
ず
自
他
の
区

別
も
な
い
と
い
う
本
然
的
な
状
態
す
な
わ
ち
実
在
を
回
復
す
る
に
は

我
執
を
取
り
払
う
べ
き
だ
。
の
ち
に
主
張
さ
れ
た
「
団
体
主
義
」
は

こ
の
議
論
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、

『
国
民
道
徳
概
論
』（
三
省
堂
、
一
九
一
二
年
）
に
お
い
て
井
上
は
、
個

人
主
義
が
自
由
競
争
を
促
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
社
会
的
不
平
等
が

進
行
す
る
と
い
う
事
実
を
承
認
す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
「
致
方
な

い
」「
自
然
の
結
果
」
と
し
た
。
む
し
ろ
、
物
質
的
な
平
等
を
要
求

す
る
社
会
主
義
の
主
張
は
一
見
団
体
主
義
的
だ
が
、
あ
く
ま
で
非
現

実
的
な
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」・「
空
想
」
で
、
社
会
に
と
っ
て
危
険
だ
と

い
う
。
そ
の
代
わ
り
に
、
も
う
一
つ
の
団
体
主
義
、
す
な
わ
ち
「
不

平
等
の
観
念
」
に
基
づ
い
て
忠
孝
、
服
従
を
重
視
す
る
家
族
制
度
と

り
わ
け
天
皇
を
家
長
と
す
る
「
総
合
家
族
制
度
」
は
共
同
体
の
あ
り

方
と
し
て
構
想
さ
れ
る
。

　

井
上
の
社
会
主
義
排
斥
は
個
人
主
義
・
自
由
競
争
へ
の
単
純
な
肯

定
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
否
定
で
も
な
い
。
井
上
は
共
同
性
を
軽
視

す
る
個
人
主
義
を
批
判
す
る
も
の
の
、（
個
人
主
義
・
自
由
競
争
の
結
果

で
あ
る
）
社
会
的
不
平
等
の
現
実
的
な
解
決
を
主
張
す
る
社
会
主
義

に
は
与
し
な
い
。
つ
ま
り
、
一
方
で
資
本
主
義
体
制
を
容
認
し
、
他

方
で
社
会
の
断
片
化
を
恐
れ
、
ア
ト
ム
化
す
る
個
人
を
繫
ぎ
留
め
、

共
同
性
を
何
ら
か
の
形
で
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
主

張
に
哲
学
的
な
根
拠
を
与
え
た
の
は
、「
小
我
」
に
対
す
る
本
源
的

な
「
大
我
」
の
優
位
を
説
く
現
象
即
実
在
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

今
後
の
課
題

　

井
上
哲
次
郎
の
現
象
即
実
在
論
は
、
西
洋
哲
学
お
よ
び
大
乗
仏
教

と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
同
時
代
の
東

ア
ジ
ア
思
想
と
の
関
係
は
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
例
え
ば
日
本
に

亡
命
し
た
梁
啓
超
、
章
炳
麟
の
よ
う
な
清
末
知
識
人
が
読
ん
だ
日
本

書
の
多
く
は
、
井
上
を
は
じ
め
と
す
る
帝
大
関
係
者
の
手
に
よ
る

も
の
だ
（
小
林
武
、
二
〇
〇
六
。
小
林
武
・
佐
藤
豊
、
二
〇
一
一
）。
実
際
、

梁
や
章
は
井
上
と
交
流
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
著
述
に
は
現
象
即
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実
在
論
と
の
構
造
的
類
似
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
現
象
即
実

在
論
を
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
・
地
域
に
跨
る
言
説
と
し
て
、「
近
代
」

を
め
ぐ
る
諸
問
題
系
と
の
関
係
に
お
い
て
改
め
て
位
置
づ
け
る
必
要

が
あ
る
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

明
治
二
十
年
前
後
の
井
上
哲
次
郎
─
宗
教
・
国
教
・
哲
学 

�

（
栗
田
英
彦
）

　

井
上
哲
次
郎
は
、「
国
家
主
義
」
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。『
勅
語
衍
義
』（
一
八
九
一
年
）
の
執
筆
や
、
キ
リ
ス
ト
教

を
「
非
国
家
主
義
」
と
し
て
排
撃
し
た
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論

争
（
一
八
九
二
～
九
四
年
）
な
ど
を
見
れ
ば
、
そ
の
評
価
は
十
分
に
首

肯
し
う
る
。
だ
が
、「
国
家
主
義
」
の
思
想
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

が
あ
る
。
井
上
を
否
定
す
る
に
せ
よ
肯
定
す
る
に
せ
よ
、
単
な
る

レ
ッ
テ
ル
貼
り
で
は
な
く
、
彼
の
思
想
が
い
か
な
る
タ
イ
プ
の
「
国

家
主
義
」
だ
っ
た
の
か
を
見
極
め
、
そ
の
振
る
舞
い
の
背
後
に
あ
る

思
想
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
適
切
な
思
想
史
的
評
価
を
下
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
本
論
は
、「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」

論
争
以
前
、
井
上
が
思
想
的
基
礎
を
形
成
し
た
明
治
二
〇
年
前
後
に

目
を
向
け
る
。
そ
の
際
、
分
析
の
窓
口
と
し
て
、
井
上
と
そ
の
周
辺

の
、
プ
レ
国
民
道
徳
論
と
も
い
う
べ
き
「
国
教
」
論
、
お
よ
び
そ
れ

に
付
随
す
る
「
宗
教
」
や
「
哲
学
」
の
概
念
を
分
析
し
、
井
上
の
思

想
史
的
位
置
付
け
に
若
干
な
が
ら
寄
与
し
た
い
。

　

ま
ず
、『
倫
理
新
説
』（
一
八
八
三
年
）
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
こ
こ

で
は
、
英
国
の
哲
学
者
Ｈ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
影
響
を
受
け
、「
化
醇

の
紀
律
」（
進
化
の
法
則
）、
す
な
わ
ち
適
者
生
存
を
倫
理
の
根
拠
に

置
く
。
井
上
は
自
身
を
「
理
想
主
義
」
と
規
定
す
る
が
、
彼
の
い
う

「
理
想
」
の
追
求
と
は
、
自
己
を
と
り
ま
く
環
境
へ
の
意
識
的
・
能

動
的
な
適
応
努
力
に
他
な
ら
な
い
。
社
会
環
境
へ
の
適
応
努
力
を
通

じ
て
、
利
己
行
為
は
利
他
行
為
に
も
な
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、「
哲

学
」
も
「
宗
教
」
も
同
一
線
上
に
並
び
、
適
応
の
度
合
い
か
ら
判
断

さ
れ
、
硬
直
的
な
徳
目
・
教
義
・
儀
礼
は
批
判
さ
れ
る
。
井
上
の
場

合
、
個
人
に
対
す
る
所
与
の
社
会
環
境
と
し
て
ま
ず
国
家
が
あ
り
、

国
家
を
通
じ
て
世
界
に
対
す
る
適
応
努
力
が
あ
り
、
そ
れ
が
社
会
や

国
家
の
進
化
に
も
繫
が
る
。
森
下
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
井
上
の
倫

理
学
は
、
近
代
国
家
日
本
の
自
衛
独
立
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
国
民

統
合
と
い
う
課
題
と
繫
が
っ
て
い
た
（
森
下
直
貴
「
井
上
哲
次
郎
の
〈
同

＝
情
〉
の
形
而
上
学
」、『
浜
松
医
科
大
学
紀
要 

一
般
教
育
』
二
九
号
、
二
〇
一

五
年
）。

　

た
だ
し
、
こ
の
時
の
井
上
は
、
社
会
と
国
家
に
本
質
的
な
区
別
を

つ
け
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
の
頃
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判

も
、
後
年
の
「
非
国
家
主
義
」
と
い
う
原
理
的
な
も
の
で
は
な
く
、

民
心
分
離
、
戦
争
惹
起
、
人
倫
惑
乱
、
学
問
阻
害
と
い
っ
た
理
由
か

ら
な
さ
れ
て
お
り
（「
耶
蘇
弁
惑
序
」、『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
一
八
号
、
一
八
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51　井上哲次郎とその時代

八
三
年
）、
環
境
へ
の
適
応
を
妨
げ
る
反
科
学
性
・
反
進
歩
主
義
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
井
上
の
経
験
主
義
的
・
反
独
断

論
的
な
傾
向
が
垣
間
見
え
る
。

　

井
上
自
身
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
ス
ペ
ン
サ
ー
へ
の
傾
倒

が
、
彼
の
英
国
留
学
の
障
害
と
な
っ
た
と
い
う
。
明
治
一
四
年
の
政

変
後
の
政
府
中
枢
（
伊
藤
博
文
・
井
上
馨
ら
）
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
ら
の

英
国
思
想
を
民
権
運
動
お
よ
び
政
敵
の
大
隈
重
信
周
辺
の
思
想
的
源

泉
の
一
つ
と
見
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
井
上
は
東
京
大
学
総

理
の
加
藤
弘
之
と
相
談
し
て
東
洋
哲
学
史
の
講
義
と
編
纂
に
取
り
組

み
、
政
府
か
ら
の
思
想
的
疑
念
を
払
拭
し
て
、
一
八
八
四
年
（
明
治

一
七
）
に
ド
イ
ツ
留
学
を
果
た
す
。

　

当
時
の
ド
イ
ツ
は
新
カ
ン
ト
派
の
全
盛
期
で
あ
り
、
井
上
が
特
に

熱
心
に
受
け
た
講
義
は
、
Ｋ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
や
Ｅ
・
ツ
ェ
ラ
ー

ら
初
期
新
カ
ン
ト
派
の
哲
学
者
の
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
や
Ｅ
・
ｖ
・
ハ
ル
ト
マ
ン
に
も
傾
倒
し
て
い
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
観
念
論
に
移
行
し
た
と
い
う
よ
り
、
む
し

ろ
ス
ペ
ン
サ
ー
的
世
界
観
を
論
証
す
る
た
め
に
歴
史
的
方
法
や
認
識

論
を
取
り
込
ん
だ
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
帰
国
し
た
際
の
談
話
で
も
、

「
之
（
仏
教
）
を
改
良
し
プ
ラ
ト
ー
、
カ
ン
ト
、
シ
ョ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
の

説
を
咀
嚼
し
て
今
日
に
適
す
る
方
法
を
取
ら
ざ
る
可
ら
ず
」
と
述
べ
、

「
東
洋
哲
学
」（
儒
教
や
仏
教
）
も
「
西
洋
哲
学
」
も
俎
上
に
載
せ
た

上
で
批
判
的
に
咀
嚼
し
、「
今
日
に
適
す
る
方
法
」
へ
と
発
展
さ
せ

る
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
（「
井
上
哲
次
郎
氏
の
宗
教
論
」、『
国
教
』
二
号
、

一
八
九
〇
年
）。
要
す
る
に
、
哲
学
や
宗
教
の
適
者
生
存
的
発
展
を
期

待
し
、
み
ず
か
ら
そ
れ
に
取
り
組
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
留
学
後
も
井
上
の
思
想
の
核
は
、
そ
れ
ほ
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。
彼
が
、
国
家
に
つ
い
て
原
理
的
に
捉
え
て
い
な
い

こ
と
は
、
先
の
談
話
の
末
尾
の
「
国
教
」
論
で
も
窺
え
る
。

人
民
に
信
仰
の
自
由
を
許
す
は
知
識
発
達
上
に
利
益
あ
る
も
政

略
と
し
て
は
嘉
す
べ
か
ら
ず
。
欧
州
諸
国
孰
れ
も
皇
室
と
教
会

と
は
密
着
し
て
離
れ
ず
。
独
逸
帝
室
の
安
全
強
固
は
一
に
宗
教

の
力
に
之
れ
拠
る
。
…
…
宗
教
の
力
あ
り
て
帝
室
を
神
聖
の
も

の
と
せ
り
。
故
に
其
皇
室
は
殊
に
寺
院
を
尊
信
し
て
宗
教
の

統
一
を
尊
ぶ
こ
と
極
め
て
大
な
り
。
其
他
露
国
、
仏
国
、
土
耳

其
、
英
吉
利
皆
な
皇
室
と
国
教
を
連
鎖
し
て
政
略
上
の
一
要
件

と
な
す
。
此
等
の
実
例
よ
り
見
る
も
国
教
を
一
定
す
る
は
策
の

得
た
る
者
な
り
。（
前
掲
「
井
上
哲
次
郎
氏
の
宗
教
論
」
四
二
頁
）

逆
に
言
え
ば
、
彼
の
「
国
教
」
論
は
、
時
宜
に
応
じ
た
政
略
上
の
策

で
あ
り
、
む
し
ろ
「
知
識
発
達
上
」
か
ら
は
「
信
仰
の
自
由
」
に
軍

配
を
挙
げ
て
い
る
。「
国
教
」
は
原
理
的
な
も
の
で
は
な
い
が
ゆ
え

に
、
い
ず
れ
の
宗
教
を
国
教
に
す
る
か
と
い
う
難
問
も
残
さ
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
倫
理
説
か
ら
は
、「
国
教
」
も
「
宗
教
」
や
「
倫
理
」

と
理
論
的
に
は
同
一
次
元
に
並
ぶ
た
め
、
却
っ
て
「
信
仰
の
自
由
」

と
は
衝
突
す
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が
、
そ
の
適
者
生
存
の
進
化
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思
想
か
ら
導
か
れ
う
る
。

　

こ
こ
で
確
認
し
た
い
の
は
、
井
上
は
い
か
な
る
状
況
認
識
に
よ

っ
て
「
国
教
」
の
必
要
を
感
じ
た
の
か
で
あ
る
。
ま
ず
考
え
ら
れ

る
の
は
、
国
家
学
者
の
Ｒ
・
ｖ
・
グ
ナ
イ
ス
ト
や
Ｌ
・
ｖ
・
シ
ュ

タ
イ
ン
の
影
響
だ
ろ
う
。
当
時
、
伊
藤
博
文
ら
政
府
中
枢
は
、
憲
法

と
国
家
体
制
の
構
築
の
た
め
、
両
者
の
意
見
を
頻
繁
に
求
め
て
い
た

が
、
グ
ナ
イ
ス
ト
は
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
の
伊
藤
の
訪
問
時

か
ら
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
少
な
く
と
も
一
八
八
七
年
の
海
江
田
信
義

の
訪
問
時
か
ら
「
国
教
」
の
導
入
を
説
い
て
い
た
。
井
上
も
一
八
八

六
年
、
欧
州
巡
回
中
の
陸
軍
中
将
鳥
尾
得
庵
と
と
も
に
、
伊
藤
の
紹

介
で
シ
ュ
タ
イ
ン
を
訪
ね
、
二
日
間
、
の
べ
八
時
間
超
の
談
話
を
し

て
い
る
（
グ
ナ
イ
ス
ト
に
は
一
八
八
九
年
に
訪
問
）。

　

し
か
し
、
井
上
の
シ
ュ
タ
イ
ン
評
価
は
総
じ
て
低
い
（
グ
ナ
イ
ス

ト
へ
の
言
及
は
管
見
で
は
見
つ
け
て
い
な
い
）。
シ
ュ
タ
イ
ン
が
「
東
洋
哲

学
」
に
「
法
律
的
思
想
」
が
な
く
「
論
理
的
に
発
達
」
し
て
い
な

い
と
述
べ
た
時
に
は
、「
誤
謬
の
甚
し
き
も
の
」
で
「
妄
想
」
だ
と

猛
烈
に
反
論
し
、「
君
の
奉
ぜ
ら
る
ゝ
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
に
さ
へ
論
理
に

合
は
ざ
る
も
の
な
り
」
と
返
す
刀
で
切
っ
て
い
る
（
井
上
「
万
国
東
洋

学
会
景
況
」、『
東
洋
学
会
雑
誌
』
五
・
六
号
、
一
八
八
七
年
）。
も
と
も
と
フ

ェ
ノ
ロ
サ
経
由
で
ヘ
ー
ゲ
ル
に
触
れ
て
い
た
井
上
だ
が
、
そ
の
シ
ュ

タ
イ
ン
批
判
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
頃
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
は
否
定

的
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
従
来
の
ス
ペ
ン
サ
ー

へ
の
傾
倒
に
加
え
、
新
カ
ン
ト
派
の
ヘ
ー
ゲ
ル
批
判
の
影
響
も
考
え

ら
れ
よ
う
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
国
教
」
と
「
信

教
の
自
由
」
を
別
次
元
と
し
て
両
立
す
る
と
考
え
て
い
た
が
、
先
述

の
よ
う
に
、
井
上
は
そ
の
論
理
を
ま
っ
た
く
採
用
し
て
い
な
い
。
ゆ

え
に
彼
の
「
国
教
」
へ
の
言
及
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
思
想
的
影
響
と

い
う
よ
り
、
欧
州
で
も
国
教
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
状
況
ゆ
え
に
、

適
者
生
存
の
理
か
ら
も
有
用
だ
と
い
う
概
観
的
な
判
断
だ
ろ
う
。
も

ち
ろ
ん
、
留
学
の
経
緯
を
考
慮
す
る
と
、
政
府
の
意
向
を
忖
度
し
た

可
能
性
も
高
い
。

　

た
だ
皮
肉
に
も
、
憲
法
起
草
過
程
を
通
じ
て
、
伊
藤
ら
は
愛
国
心

振
起
に
宗
教
を
用
い
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
、
憲
法
草
案
に
は
す
で

に
国
教
規
定
は
除
か
れ
、
信
教
の
自
由
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
起
草

者
の
井
上
毅
は
、
愛
国
心
養
成
の
た
め
に
「
哲
学
思
想
」
に
期
待
し

て
い
た
（
山
口
輝
臣
『
明
治
国
家
と
宗
教
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九

年
）。
井
上
は
、「
国
教
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
き
り
語
ら
ず
、
直
後
に

文
部
省
の
依
頼
で
『
勅
語
衍
義
』
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
余
談

だ
が
、
こ
の
と
き
、
井
上
毅
と
井
上
哲
次
郎
の
あ
い
だ
で
内
容
に
つ

い
て
対
立
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
た
い
前

者
と
、
形
式
的
徳
目
に
内
容
を
盛
り
込
み
、
少
し
で
も
能
動
的
道
徳

心
を
喚
起
さ
せ
た
い
後
者
の
意
見
の
相
違
ゆ
え
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
な
る
と
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
井
上
は
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ

「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
を
引
き
起
こ
し
て
、「
国
家
主
義
」
を
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概
念
化
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
家
の
原
理
化
で

あ
り
、
こ
こ
ま
で
の
井
上
の
思
想
と
も
ず
れ
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
「
君
主
殺
傷
容
認
事
件
」
の
影
響
が
推
測
さ
れ
て
い

る
（
小
股
憲
明
「
教
育
勅
語
撤
回
風
雪
事
件
と
中
島
徳
蔵
」、『
人
文
学
報
』
六

七
号
、
一
九
九
〇
年
）。『
勅
語
衍
義
』
初
版
の
序
文
に
は
、「
故
ナ
ク

主
君
を
侮
漫
シ
、
若
ク
ハ
傷
害
セ
バ
、
上
下
ノ
秩
序
ヲ
乱
ル
ノ
端

緒
ニ
シ
テ
誰
レ
カ
之
レ
ヲ
怖
レ
ザ
ラ
ン
ヤ
」
と
い
う
一
文
が
あ
る

が
、
再
版
で
は
「
故
ナ
ク
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
些
細
な
違
い
だ

が
、
こ
の
修
正
を
迫
っ
た
の
が
、
水
戸
学
者
の
内
藤
耻
叟
で
あ
っ
た
。

内
藤
は
、「
故
」
あ
れ
ば
主
君
を
傷
害
し
て
よ
い
の
か
、
そ
も
そ
も

主
君
の
殺
害
は
乱
の
端
緒
ど
こ
ろ
か
「
極
悪
大
罪
」
だ
と
糾
弾
し
た
。

井
上
は
そ
の
よ
う
な
意
図
は
な
い
と
弁
解
し
つ
つ
、
批
判
を
全
面
的

に
受
け
入
れ
て
序
文
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
の
「
教
育
と
宗

教
の
衝
突
」
論
争
は
、
こ
う
し
た
衝
き
上
げ
に
応
え
た
弁
明
だ
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
の
思
想
史
的
な
意
味
を
考
え
る
と
き
、
当
時
の
内

藤
が
、
鳥
尾
得
庵
を
首
魁
と
す
る
政
治
グ
ル
ー
プ
「
保
守
党
中
正

派
」
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
保
守
党
中
正

派
は
、
鳥
尾
が
欧
州
か
ら
の
帰
国
後
に
結
成
し
た
東
洋
哲
学
会
を

前
身
と
す
る
。
機
関
誌
『
東
洋
哲
学
叢
誌
』（
後
に
『
保
守
新
論
』
と
合

併
）
に
は
シ
ュ
タ
イ
ン
の
引
用
も
あ
り
、
鳥
尾
の
側
近
川
合
清
丸
も

シ
ュ
タ
イ
ン
を
評
価
し
て
い
た
。
井
上
に
よ
れ
ば
、
面
談
時
に
は
、

鳥
尾
も
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
誤
謬
」
に
は
反
論
し
て
い
た
ら
し
い
が
、

井
上
の
所
感
と
は
逆
に
、
本
質
的
に
は
好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

　

井
上
と
鳥
尾
の
シ
ュ
タ
イ
ン
へ
の
反
応
の
違
い
は
重
要
で
あ
る
。

欧
州
巡
回
の
三
年
前
、
鳥
尾
は
護
国
協
会
（
後
に
明
道
協
会
に
改
称
）

を
設
立
し
て
、
反
欧
化
主
義
・
反
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
で
藩
閥
政
府

を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
た
。
鳥
尾
の
欧
州
巡
回
お
よ
び
「
シ
ュ
タ
イ

ン
詣
で
」
は
、
こ
れ
に
手
を
焼
い
た
政
府
首
脳
の
意
向
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
（
同
様
の
運
動
を
起
こ
し
た
丸
山
作
楽
に
も
「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
で
」
さ
せ

て
い
る
）。
陸
羯
南
『
近
時
政
論
考
』（
一
八
九
一
年
）
で
は
、
鳥
尾
の

『
王
法
論
』（
一
八
八
二
年
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
反
欧
化
主
義
の
根
拠

は
「
自
主
自
由
の
権
」
に
あ
り
、「
自
ら
保
守
と
称
す
と
雖
も
其
実

は
寧
ろ
激
烈
な
る
進
歩
主
義
」
だ
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
評
価
の
是

非
を
本
稿
で
詳
論
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
鳥
尾
の
思
想

に
は
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
な
屈
折
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
君
臣
の
名
分
を

徹
底
し
て
自
覚
的
に
保
守
す
る
こ
と
で
、
却
っ
て
自
由
と
平
等
を
保

証
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

実
は
シ
ュ
タ
イ
ン
に
も
同
様
の
屈
折
が
あ
る
。
彼
は
、
王
権
を
社

会
的
利
害
か
ら
超
越
し
た
「
国
家
理
念
」
の
代
表
者
と
し
て
理
解

す
る
（
森
田
勉
『
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

〇
〇
一
年
・
柴
田
隆
行
『
シ
ュ
タ
イ
ン
の
社
会
と
国
家
』
御
茶
の
水
書
房
、
二

〇
〇
六
年
）。
彼
は
、
利
害
の
原
理
に
即
し
て
個
人
的
所
有
を
追
求
し
、
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支
配
階
級
と
従
属
階
級
を
生
む
「
社
会
」
に
対
し
て
、
自
由
・
平
等

の
理
念
と
し
て
の
「
国
家
」
を
置
く
。
こ
れ
は
体
制
の
単
純
な
擁
護

で
は
な
く
、
一
八
四
八
年
革
命
に
参
加
し
つ
つ
も
、
そ
の
帰
結
に
幻

滅
し
た
シ
ュ
タ
イ
ン
に
お
い
て
、
民
主
革
命
の
問
題
や
限
界
を
乗
り

越
え
、
改
革
を
実
現
す
る
方
途
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
鳥
尾
と
シ

ュ
タ
イ
ン
は
共
鳴
し
う
る
。
鳥
尾
は
「
西
洋
の
国
家
主
義
は
謂
は
ゆ

る
社
会
主
義
中
の
国
家
主
義
な
り
と
謂
う
べ
し
。
是
に
反
し
て
東
洋

に
も
亦
社
会
主
義
あ
り
。
而
し
て
是
れ
国
家
主
義
中
に
孕
ま
れ
た
り

と
謂
ふ
べ
き
な
り
」（『
得
庵
全
書
』
一
九
一
一
年
、
四
〇
四
頁
）
と
論
じ

て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
社
会
主
義
」
の
「
社
会
」
は
、
戦
争
や
通
商

貿
易
を
通
じ
た
優
勝
劣
敗
と
利
害
関
係
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
交

通
や
集
団
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
「
国
家
」
と
「
社
会
」
の
区
別

に
シ
ュ
タ
イ
ン
と
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
鳥
尾
の
理
論
的
発
展
に
シ

ュ
タ
イ
ン
が
寄
与
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

鳥
尾
が
東
洋
哲
学
会
の
発
足
で
目
指
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
理
念

と
し
て
の
「
国
家
」
の
保
守
で
あ
る
。
井
上
と
同
じ
く
、
彼
も
「
宗

教
」
の
宗
派
対
立
を
脱
し
て
「
東
洋
哲
学
」
に
進
も
う
と
す
る
が
、

そ
れ
は
「
今
日
に
適
す
る
方
法
」
へ
と
発
展
す
る
た
め
で
は
な
い
。

「
我
が
先
王
神
儒
仏
三
道
を
以
て
国
教
を
立
て
給
ふ
」（「
東
洋
哲
学
意

見
」、『
東
洋
哲
学
叢
書
』
一
巻
、
一
八
八
八
年
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
皇

祖
皇
宗
を
根
拠
に
三
教
鼎
立
し
、
あ
え
て
政
府
や
井
上
が
廃
棄
し
た

「
国
教
」
を
主
張
し
て
、「
社
会
主
義
中
の
国
家
主
義
」
の
思
想
と
対

抗
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

井
上
と
鳥
尾
は
、
教
育
勅
語
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
盛
り
込
も
う

と
し
た
点
で
は
共
通
す
る
。
し
か
し
前
者
が
教
育
勅
語
を
時
代
に
最

適
化
す
る
た
め
に
言
葉
を
尽
そ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
後
者
は
そ
れ

を
原
理
化
す
る
こ
と
で
現
実
に
対
置
さ
せ
た
。
ゆ
え
に
、
保
守
党
中

正
派
に
と
っ
て
「
故
ナ
ク
」
の
有
無
は
些
細
な
問
題
で
は
な
く
、
ま

さ
に
君
臣
の
徳
目
の
上
に
別
の
倫
理
を
置
く
意
図
の
露
呈
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
井
上
は
、
鳥
尾
の
言
葉
を
借
り
て
言
え
ば
、「
社
会
主
義

中
の
国
家
主
義
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

全
体
を
振
り
返
っ
て�

（
板
東
洋
介
）

　

愛
知
学
院
大
学
楠
元
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
二
〇
一
九
年
九
月
八
日
に

開
催
さ
れ
た
本
会
で
は
、
三
人
の
若
手
研
究
者
の
発
表
の
後
、
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
周
知
の
と
お
り
、
井
上
は
狭
義
の
近
代

思
想
史
上
で
の
重
要
人
物
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
代
日
本
に
お

け
る
仏
教
研
究
や
儒
教
研
究
、
ま
た
西
洋
哲
学
の
受
容
史
な
ど
に
お

い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
枢
要
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、

台
風
の
接
近
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
に
は

中
・
近
世
思
想
を
専
門
に
す
る
研
究
者
、
仏
教
研
究
者
、
さ
ら
に
は

非
会
員
の
西
洋
哲
学
研
究
者
ま
で
、
多
様
な
専
門
を
有
す
る
研
究
者

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
質
疑
応
答
は
活
況
を
呈
し
た
。
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幹
事
と
し
て
、
本
会
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
間

で
の
「
対
話
」
が
予
想
以
上
の
水
準
で
実
現
し
た
こ
と
に
、
安
堵
を

お
ぼ
え
た
次
第
で
あ
る
。

　

ま
た
個
人
的
な
見
解
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
近
世
儒
教
を
専
攻
す
る

身
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
一
研
究
者
の
立
場
か
ら
強
い
関

心
を
お
ぼ
え
た
。
杉
山
が
丸
山
真
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
な

ど
の
前
史
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
所
謂
儒
教
三
部
作
と
『
日
本
倫
理
彙

編
』
と
に
井
上
自
身
の
観
念
論
（「
理
想
主
義
」）
と
唯
物
論
（「
唯
物
主

義
」）
と
を
め
ぐ
る
思
想
的
な
主
張
を
読
み
こ
み
、
郭
が
一
般
に
は

所
謂
「
純
粋
哲
学
」
の
枠
内
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
現
象
即
実
在

論
に
実
践
的
な
共
同
体
構
想
を
見
出
し
、
ま
た
栗
田
が
「
教
育
と
宗

教
と
の
衝
突
」
論
争
や
『
勅
語
衍
義
』
な
ど
の
た
め
に
明
治
政
府
の

見
解
と
一
枚
岩
の
よ
う
に
見
ら
れ
や
す
い
井
上
の
「
国
教
」
観
に
政

府
見
解
と
の
ズ
レ
を
見
た
よ
う
に
、
井
上
の
思
考
と
著
述
と
は
同
時

代
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、
ブ
レ
や
逡
巡
を
有
し
つ
つ
生
成
し
て

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
の
世
代
に
属
す
る
夏
目
漱
石
、
内
村
鑑
三
、

和
辻
哲
郎
、
西
田
幾
多
郎
ら
が
井
上
に
向
け
た
批
判
的
な
眼
差
し
を

通
じ
て
彼
の
膨
大
な
著
述
群
を
見
る
と
き
、
そ
れ
ら
は
あ
ま
り
に
も

権
威
的
な
も
の
・
盤
石
な
も
の
に
映
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
印
象
が

実
は
根
拠
薄
弱
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
た
。
近
年
、
平
泉

澄
や
筧
克
彦
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
や
言
論
活
動
を
同
時
代
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
に
置
き
直
し
て
の
再
検
討
が
進
ん
で
い
る
が
、（
あ
く
ま
で

批
判
性
を
保
っ
た
上
で
の
）
井
上
の
思
想
活
動
を
生
成
過
程
に
即
し
て

通
観
す
る
、
さ
ら
な
る
研
究
を
俟
ち
た
い
。（

島
田
英
明
・
九
州
大
学
准
教
授
）

（
杉
山
亮
・
東
京
都
立
大
学
大
学
院
）

（
郭
馳
洋
・
東
京
大
学
大
学
院
）

（
栗
田
英
彦
・
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
研
究
員
）

（
板
東
洋
介
・
皇
學
館
大
学
准
教
授
）
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